
PFAS対策実証試験の結果について（概要版）

処理技術

まとめ
⚫ ３種類の処理方法すべてでPFASの低減効果があった（目標としていた処理後の濃度50ng/Lを達成）
⚫ 規制強化の可能性があるPFHｘSやＰＦＢＳに対する除去効果もあった
⚫ 試験期間中に処理能力の低下はなかった（ろ材の寿命の計算や吸着限界到達時の挙動確認はできなかった）
⚫ せせらぎの沢の水質であれば、メンテナンスは３か月に１回程度で十分と考えられる

■ 実証試験の概要 ■

試験の目的  ＰＦＡＳ対策に係る知見の集積
⇒ 具体的な確認事項
・ 自然水中のＰＦＡＳ除去の有効性（除去能力）
・ ろ材の寿命（ライフ）及び吸着限界到達時の挙動

株式会社奥村組×相模原市

実施場所 道保川公園せせらぎの沢
実施期間 令和７年１１月4日～令和８年1月２８日（８６日間）

処理装置（全景）

■ 道保川公園における実証試験（フィールドテスト）の結果 ■
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